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う．何故繍進化プロ7．ラム曾詫よツ枕み易い力、 r芭闇Iな一見にし歯､丁-1 とし！

う通り ，入閣､鋤稚鍾解『3場合la jパウーン認鐡能力が異裾す役割!矛えきい。

雛鰄‘i;癖珊難職奈蝋撚鱸騨；::鍔
ムを寺こう」 ということて・し雁。棒進化7｡ロブ･ラミン7．にJり施食､にフ・陣7．ラ公
の倫理l"X前トリも能み易く序!ﾉﾃしr二・ しがし,論題梼遥力噌需（胃Pら，令紫）
で寺，､れTい3以上1頭， 7．鰺7"ラムを鰹解す3藤に人間の論鐘白媚方能力頂' に
蝋ウマ､3を得咋い、人間｡パツン観識罷力を雑用丁3にめに'談， 7・輝グラム司満
ﾂ瞳構造を目に見え3Jうにすぅ'世婆ぴあ3．椿進化7，p7"ラミン7"I=$'X'ソキソ
ヒされ庇7．画7"ラムの論擢繍迷を， gに見率＄ラ!ﾆしノブ･唾7‘'ラム＆狸解する
際に人間のパターン観識能力も落閣て・ざ3ク』うにし7sものが.MDて.す（図3)｡
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②ア鯵7.ラムの論理図作図ェの規律を与え3 ．
フロー＋ヤートて" !手， 提印上梼合､難許して‘13｢こ胡，類似の論題構造輔く
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図5 1CHI-N]闇題のユっのフローチャート

(3)棚9テストの基準を明確‘:設鬼て､ﾖﾉ ｲ本系的な初期テスト･『可能'gTj3.
%DG爪の金Zの紫（先端） を通3デズトをすれ'ざ， フ・犀ｸ"ラムの今てのステ
ートメ>! !xﾀ､形くとも－攻'下テストされ？す･ このテスト ,霧r全スヂートメニ
ト（皿,‘私通,愉､'心」 と呼!fk~3テスト基準を渦足す3. r全ステートメント」
を満足し『二･､タとし! うて， フ・ログヲムの正しさが係詮乏小3わ,γﾏ.. 1手ない。い、
し， これ'さ最低限や3べきテストて．す。 Jx下'二，例題によりゼのテストをｲ本粟勾
に行うオ送を系オ。

〔例題]A(1)ノ A(z),…,A(L)に入うてL' 37.－クを，与え,うれたKの値に従って，
Il,さい噸(K=1ヘとき）又'千大ずい順(K"1のこき）に並べ･替乞3，/一M↑こ坊
のPADを作成せよ。友に) PADI:基つ.3, r令ステートメント」の基準を満足7
3テズトデーダの表（テストケース表：泉'参照）を作成せよ。
、/－トフ・ロク"ラムのPADを図4 IE示しに。閉D"合Zの葉の郁今'二 lOかう iof-
所･ざに番号が．ふってぁ3．ズテートメシトのか,､篭の郁令〈”,牛｡）に3番号が．‘3，
、てぁ3ことに注適して下さ､､ 。

室職識;競蕊騨競潔
哀に） その入力に対して期待芝れ3蛍カデーダを象'、髭入73． そい､ら，入力
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ﾃ"－ク'二対して刷りをトレースし(RPF》机エチェックをし),過つ雁フ嘆口､ツクの

呑号をr検査工れ3ﾌ・ロック」欄に説入ウso残りのフーロッ7勾巻号呼『夫検査
7"ロ，ｿ7」棚に記入す3．次に'下，啄3べ．<＊く勿未検査ブロックを垂3 jう呼
入カデーダを見つ! ，同様の作業を行〃し､，未検査ブ"D､y7．噸くな3 ヌて"この
作覚を蝶返す，上例q場合にITJ4つの入力データ!§つ1,てテスト副れぱ》陰
ステートメ＞ト」のデズトカ､"て､き3二と力r，表1よ 【)わが3o

r全ステートメ＞卜」は，あくまて"も初期テストて．・易3のて．， フ・ロ7"ラムI冒専
求乏れ3信頼性に従って，遇ﾛのテストを行う岐尋が．易3．
“)櫛漸的手順によりコーテ"ｲﾝｸ"が可能!:序3 ．
文叙’の蔦27頁に通べたツリーウオーク（か込冬弧皿")に*3才法で’陥D8、
今ソース7.ロク"ヲムヘ働愛摸'7機械的に行がえ3． これに＃ リ， PAD力『作成芝れ
仁俊で1丁， コーデ'ィ〉7"のｲ乍巣1添曝1s近く幅。更に，MDとソーズフ･P7.ラム
と鋤闇に!永’ ‐ 1列対7芯がｲすぐ、デバッ7.. IT) PApを見て行赫い′ PADを修正し
仁部介1鵡減釣手1頂!ニキリソーズ7．．7．ラムを修正73． これによソ , FAD上ソ
ース7･ロ7‘'ラ△とを同時に保守すぅこと側r可能と〃3．将来, PADを､/一スプロ
ク"ラムに自動愛梗す$剛、。〉ハ・イヲが．できれ'ざ， フ・・7"うでIFPADを作ソ ，
剛pをデ､(.",7.すれば2い。そうなれl7､> F請麺図ﾋヅｰ弧ﾌﾟﾛｸ噸ラムの乖離」と今
ヮ仁，現庇のフローケャートやHZPoに見今札3不卸今1本解消了"ざ3．

、。〉ハ･イヲが．できればノ ブ・･7"うてIFPADを作ソ
人。そうなれl7､> F請麺図ﾋヅｰ弧ﾌﾟﾛｸ噸ラムの乖離」
一卜やHZPoに見今札3不卸今1本解消了.'33｡
(図7参照）
し11物が､世！急農'ﾅ入れう1/L3た肋！二I7r-フィーリン

5．如何‘二便われ3力、
ら． どれ墜有効込新 "の
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けｽﾄ約”ﾗ副●
ニーーニニ

旨 認5■鶚
図7： 7.p7､'ｦﾑ闇路惣是にあ･ '73PADの位置ｲｫ'7

鯨」が大切て．↑． そこて・， まず, ｢PADを使ってう.o7"ラムを作威す3と， そ

麟鮭潭職航｡:洲霊叢2剛"雌性向卿洲面催が向上したと鳥ぅ＊'」 というrPADによ

3う・･ｸ"ラム生産ｲ‘生向｣二風」を銅ぺ･に。

纈警概斑7,:;""
週間に－度「生産性向上減」を報告してし！
f償いに，作成したプロ7．､ラムの種涌'ず，
OSqスケジューラーノ テキズトエデイタ，

図了ﾘ処理ﾌﾟﾛｸ"ラム，数ｲ塗↑算周ライフ"う
り等公一都て．す（使用言裾は, P",FoR7RAl
アセンフ"ラ等).表21二 !T， う．o7"ラ合開発
の各フェース･･ I急所1丁3生潅性向上感をまとめ雁
'ま，在来才法とほとんど.l司じ‘という鴬家て"オ．
""rTｶV.つ喉と思えば1 より,l,さく，良く1f''
してl!rこ｢さい雁．従って， 「~3』という数字1丁 『
上し腱と感じ‘に」と“うことを洵獅3．
衆2の毅僅豚，蘭く予て．もPADユーザ．-の『
実際に生産性が¥仇信'向エしにこと'求鴬味L
諺と|副C'程度」という二と1*, PADの有の良ミ
ークの母集団'千大寺く〃いがノMD講習会の漫
穏'ま，大体表2の数値と今ってい河，

アセンフ"ラ等）.表21二 !T， う．p7"ラ公開発

の各フェース･･ I急所1丁3生潅性向上感をまとめに

｜
’

(3ヶ月令)。 表2中) 1 と !'ぅの
'ま，在来才法とほとんど.l司じ‘という鴬家て"オ．庇釆手法と比べ､てPADのす'畦走
性｡r~FｶYつ喉と思えば1 より,l,さく，良く1fう雁と思えlrl よソ大専〃数を 1日膝
してl!rこ｢さい雁．従って， 「~3』という数字1丁F今まて･よソ3"<"らい途産牲が｡向
上し腱と感じ‘に」と“うことを洵獅3．
衆2の毅僅豚，蘭く予て．もPADユーザ．-のrフィーリングJを示す丸のて･す。
実際に生産性が¥仇信'向エしにこと'求鴬味し昨↓'が．，銭ｲ皇の評価て..tr在来手
薙と|副C'程度」ということ1*,PADa有の良さを示すものを考え河。表2のデ‘
－クの母集団'千大寺く〃いがノMD講習会の受構生やそのｲ也のPADユーザーの鼠、
礎'ま，大体表2の数値と今ってい河，
7．類似鋤木図面I頑他に易 と類似の目的で開絡されに不図面'下， 日卒PAD3紬

理念国大会やその他で為兼されて‘て､lX) 1977年7月の情報処理金固大会やその他で為兼されてい河｡3'今'”外圓
て1本凡施4丈1CA公〃t6) -Y'1AﾙLwr@jqr-orr.Z"､?…G7)が知タれ2い河，
ユ皇宏．わりに魂達1丁刷りを閉発し，箸及を図うてず雁。 これまで､に， 、ノフト閑
搭の辛苦を髪陽に体験され｢ご〃く"方に, PADの良マを源く梅理解い旗だいてい
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ま才。7'o7''74作成戎'こ関す3新し‘‘技術は文献》に脚3ように，がかなか受
入れ今kかいのが．普通て"す． そ'1刺に'す,MDI喰入汎ウ仇3スヒ｡‐ドカ嘘いよ
うに感じ'て{!*す．固の内外7‘吟<の獅纈’Y･ , 7｡ロク"ラム論狸図の木構池乙を
廟雛れて手すのて． ， フ'ロ7.弓ムの木図面が太く普及才3日は退くかいと恩，て
い談す（図！）．
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2〉二村, "問題今村図(PAD)に↓37｡．ク・ラムの改挺>篭手迩識会総'倉､と､固大
合予穂7) 93瀦訪年3月
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言）佐藤,煮見， “フローチャートのY踊的表現のにめの－提案"，情報処理学
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本 PDF ファイルは 1980 年発行の「第 21回プログラミング・シンポジウム報告集」をスキャンし、項
目ごとに整理して、情報処理学会電子図書館「情報学広場」に掲載するものです。

この出版物は情報処理学会への著作権譲渡がなされていませんが、情報処理学会公式 Web サイトの
https://www.ipsj.or.jp/topics/Past_reports.html に下記「過去のプログラミング・シンポジウ
ム報告集の利用許諾について」を掲載して、権利者の捜索をおこないました。そのうえで同意をいただい
たもの、お申し出のなかったものを掲載しています。

過去のプログラミング・シンポジウム報告集の利用許諾について� �
情報処理学会発行の出版物著作権は平成 12年から情報処理学会著作権規程に従い、学会に帰属する
ことになっています。

プログラミング・シンポジウムの報告集は、情報処理学会と設立の事情が異なるため、この改訂がシ
ンポジウム内部で徹底しておらず、情報処理学会の他の出版物が情報学広場 (=情報処理学会電子図
書館)で公開されているにも拘らず、古い報告集には公開されていないものが少からずありました。

プログラミング・シンポジウムは昭和 59年に情報処理学会の一部門になりましたが、それ以前の報
告集も含め、この度学会の他の出版物と同様の扱いにしたいと考えます。過去のすべての報告集の
論文について、著作権者（論文を執筆された故人の相続人）を探し出して利用許諾に関する同意を頂
くことは困難ですので、一定期間の権利者捜索の努力をしたうえで、著作権者が見つからない場合
も論文を情報学広場に掲載させていただきたいと思います。その後、著作権者が発見され、情報学
広場への掲載の継続に同意が得られなかった場合には、当該論文については、掲載を停止致します。

この措置にご意見のある方は、プログラミング・シンポジウムの辻尚史運営委員長 (tsuji@math.

s.chiba-u.ac.jp)までお申し出ください。

加えて、著作権者について情報をお持ちの方は事務局まで情報をお寄せくださいますようお願い申
し上げます。

期間：2020 年 12月 18 日 ～ 2021 年 3 月 19 日
掲載日：2020 年 12 月 18 日

プログラミング・シンポジウム委員会

情報処理学会著作権規程
https://www.ipsj.or.jp/copyright/ronbun/copyright.html� �


